
５
月
１
日
は
、
労
働
者
の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
」
。
岩
手
県
盛
岡
市

の
岩
手
公
園
で
は
、
賃
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
、
い
わ
て

労
連
が
岩
手
県
中
央
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

晴
れ
渡
る
爽
や
か
な
青
空
の
下
、
１
０
０
団
体
・
６
０
０
人
が
集
い
、

手
作
り
の
旗
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
。

い
わ
て
労
連
の
中
野
る
み
子
議
長
は
、
「
３
０
年
間
も
の
間
、

実
質
賃
金
が
上
昇
せ
ず
、
１
日
８
時
間
働
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
全

国
一
律
１
５
０
０
円
の
最
低
賃
金
の
実
現
に
向
け
て
団
結
し
よ
う
」

と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
立
憲
民
主
党
の
横
沢
高
徳

参
議
院
議
員
や
共
産
党
の
齋
藤
信
県
議
が
登
壇
し
、
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
参
加
者
に
よ
る
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
や
、
餅
ま

き
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
活
気
に
満
ち
た
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
集
会
の
締
め
く
く
り
に
は
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
大
幅
な
賃

上
げ
を
目
指
す
「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
集
会
終
了
後
に

は
デ
モ
行
進
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
者
の
声
が
一
堂
に
集
い
、
社
会
へ
向
け
た
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

メ
ー
デ
ー
終
了

後
恒
例

の
通
信

労
組
・

国
公
労

組
・
全

動
労
と

の
交
流

を
何
年

か
ぶ
り

に
し
だ

れ
桜
満

開
の
も

と
10

名
の
参
加

で
行
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

平
和
が
大
好
き
、
人
権
、
く
ら
し
が
た

い
せ
つ
!

猿
田
佐
世
さ
ん

２
０
２
５
年
５
月
24
日

プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
３
階
ホ
ー
ル

入
場
無
料

３
年
に
一
度
全
国
の
仲
間
と
学
習
・

交
流
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
第
９
回
建
交

労
フ
ェ
ス
タi

n

広
島
に
各
地
の
仲
間

が
集
い
、
交
流
し
ま
す
。

建交労鉄道

建交労鉄道

２０２５年５月1６日
NO １８９号
発行責任者
須藤清成

第1８９号（P3） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年 ５月１６日第18９号（P1） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年5月16日

東
京
新
聞
は
25
年
3

月
11
日
朝
刊
に
「
『
原

発
回
帰
』
を
回
避
せ
よ
」

と
の
見
出
し
を
付
け
た

社
説
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す

者
は
現
在
に
も
盲
目
と

な
る
」
。
統
一
ド
イ
ツ

の
初
代
大
統
領
で
あ
る

ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
氏
の

名
言
を
紹
介
し
、
「
過

去
の
教
訓
を
顧
み
な
く

な
っ
た
時
、
人
は
過
ち

を
繰
り
返
し
ま
す
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
脱
原
発
」

の
旗
を
掲
げ
、
「
原
子

力
ム
ラ
」
を
監
視
し
て

い
く
決
意
表
明
で
も
あ

り
ま
す
。

福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
か
ら
14
年

日
本
の
原
発
政
策
は

揺
れ
続
け
て
い
る
２
０

１
１
年
3
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災

と
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
は
、

「
国
難
」
と
さ
れ
、
多

く
の
人

々
が
原
発

に

「
絶
対
安
全
」
は
な
い

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

事
故
後
、
日
本
の
原
発

政
策
は
「
原
発
推
進
」

と
「
脱
原
発
」
の
間
で

揺
れ
動
い
て
き
ま
し
た
。

「
原
発
回
帰
」
に
向
か
っ

た

日
本
の
政
策
転
換
東

京
新
聞
元
編
集
局
長
の

菅
沼
堅
吾
氏
に
よ
る
と
、

２
０
２
３
年
に
は
慎
重

だ
っ
た
原
発
政
策
を
１

８
０
度
転
換
す
る
法
案

が
成
立
し
ま
し
た
。
そ

の
背
後
に
は
、
一
人
の

大
臣
の
存
在
が
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
安
倍
晋

三
首
相
の
下
で
、
国
は

「
原
発
回
帰
」
に
舵
を

切
り
、
事
故
か
ら
14
年

後
の
今
年
、
「
最
大
限

活
用
」
を
宣
言
し
ま
し

た
。
老
朽
化
し
た
原
発

の
延
命
を
進
め
、
「
脱

原
発
」
の
未
来
を
封
印

し
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。

事
故
当
時
の
官
邸
の
対

応
と
東
京
新
聞
の
立
場

福
島
第
一
原
発
事
故

の
最
中
、
東
京
新
聞
は

「
脱
原
発
」
の
立
場
を

明
確
に
し
ま
し
た
。
事

故
直
後
、
官
邸
内
の
情

報
源
か
ら
「
原
発
は
制

御
不
能
」
と
の
情
報
が

伝
え
ら
れ
、
「
家
族
だ

け
で
も
東
京
か
ら
避
難

さ
せ
た
方
が
い
い
」
と

の
助
言
が
あ
っ
た
こ
と

も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
新
聞
の
取
材
班

に
よ
れ
ば
、
福
島
第
一

原
発
事
故
に
よ
る
「
東

日
本
壊
滅
」
は
偶
然
に

も
回
避
さ
れ
ま
し
た
。

津
波
の
海
水
が
敷
地
内

の
立
て
坑
に
残
り
、
冷

却
水
と
し
て
利
用
で
き

た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ

も
の
偶
然
が
重
な
っ
た

結
果
で
し
た
。

読
者
へ
の
信
頼
と
東
京

新
聞
の
報
道
姿
勢

東
京
新
聞
は
「
原
爆

忌
」
の
８
月
６
日
朝
刊

に
「
原
発
に
頼
ら
な
い

国
へ
」
と
の
論
説
を
掲

載
し
、
「
脱
原
発
」
の

姿
勢
を
明
確
に
し
ま
し

た
。
国
難
の
時
こ
そ
、

新
聞
が
立
ち
位
置
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
読
者

の
信
頼
に
つ
な
が
る
と

判
断
し
た
の
で
す
。

Ｎ
Ｏ

１
６
７

『
原
発
回
帰
』
を
回
避
せ
よ

Ｎ
Ｏ
1

便秘「たかが」でない（食べもの通信）

女性をはじめ、ひそかに便秘で悩んでいる人が

多い昨今。高齢になると筋力低下や腸内環境が乱

れ、男性の便秘も増えています。また、学校のト

イレ問題もあり、子どもの便秘も深刻な問題を抱

えているのです。

現代はストレスが多く、精製加工品の増加によ

る植物繊維の不足などで、便秘になりやすい環境

に囲まれています。

食事などを工夫しても便秘が解消しない場合、

意外にも腸の形に問題が・・・。実は日本人の８

割は腸の「ねじれ」や「下垂」があるのです。免

疫力の要である腸。便秘症の人はなんと２割も死

亡率が高いとか。あなどれない便秘の影響。

あなどれない便秘 快便をめざそう
（熱海病院長 中島淳）

便秘はうっとうしいけど死ぬ病気でない、と患

者さんも医者も思っていることが多いです。しか

し最近の疫学研究では、便秘症の患者は死亡率が

高いことがわかりました。

高齢者の便秘は死亡・認知症・肝臓病の要因です。

慢性便秘症の特徴は、排便が週３回未満、強くい

きまないと便が出ない、残便感がある、一度に出

せず日に何度もトイレに行く。

なぜ高齢者が便秘で死亡するか、硬い便を出す

際のいきみ（怒責）による血圧の急上昇が引き金

になります。高齢者は動脈硬化がある人が多く、

ちょっとしたいきみで血圧が上がり、脳卒中くも

膜下出血、心臓病を起こす可能性があります。

また、便秘症は慢性腎臓病や認知症になりやす

いことが最近わかってきた。

便秘改善は生活習慣の見直しから

1.運動

起床後１時間程度散歩、運動を終えると腸が良

く動くようになり便秘を防ぐ。

２.食事

①水分をとる。②植物繊維をとる。③朝食をしっ

かりとる。（便秘の患者は朝食抜きが多い）

３.トイレに行く習慣を

４.排便姿勢も重要

トイレでは前傾姿勢をとることがポイントです。

ロダンの彫刻「考える人」のような姿勢で。

１７７

大企業の内部留保に課税し、
賃上げと格差是正の促進を

労働時間規制を壊す労基法改悪を許すな。

働くものの団結で生活と権利を守り、平和と民主主義、

中立の日本をめざそう

記

演

年

講



職
場
に
団
結
を
、
地

域
に
統
一
を

50
周
年
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

森
委
員
長
が
登
壇
し
、

労
働
組
合
か
ら
の
排
除

や
国
鉄
分
割
民
営
化
に

伴
う
政
府
の
解
雇
政
策

と
の
闘
い
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
職
場
に
団
結

を
、
地
域
に
統
一
を
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
組
合
員
が
結
束

し
て
き
た
こ
と
を
力
強

く
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
『
鳴
ら
せ
自

由
の
号
笛
』
を
鑑
賞
し
、

結
成
当
時
の
状
況
や
全

動
労
の
50
年
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、

組
合
員
の
談
話
や
参
加

組
合
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶

日
本
被
団
協
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
し
た
、

全
動
労O

B

で
長
崎
在

住
の
田
中
重
光
氏
（
４

歳
の
時
に
長
崎
で
被
爆
）

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
原
爆
被
害
者

協
議
会
の
会
長
を

務
め
る
田
中
氏
は
、

「
核
兵
器
廃
絶
の
運

動
は
、
被
爆
者
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
世
界
が
自

分
の
問
題
と
し
て

捉
え
、
声
を
上
げ

行
動
し
、
自
国
の
政

府

を

核
兵

器

廃

絶

へ

と

導

か
な

け
れ

ば

な

り
ま
せ
ん
」

と

訴

え
ま

し
た
。

集

合

写

真

の
撮

影

後

に
交

流

晩

餐

会

が

開
か
れ
、
話
が
尽
き
る

こ
と
な
く
、
各
部
屋
に

戻
っ
た
後
も
夜
遅
く
ま

で
交
流
が
続
き
ま
し
た
。

震
災
遺
構

二
日
目
は
、
３
・
11
東

日
本
大
震
災
の
震
災
遺

構
で
あ
る
仙
台
市
小
良

浜
小
学
校
を
訪
れ
、
震

災
の
甚
大
な
被
害
や
、

適
切
な
避
難
誘
導
に
よ

り
住
民
の
生
命
が
守
ら

れ
た
経
験
を
学
び
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
七
郷
語

り
継
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
未
来
へ
ー
郷
浜
」
を
訪

問
し
、
震
災
の
記
憶
と

教
訓
を
次
世
代
へ
伝
え

る
取
り
組
み
に
触
れ
ま

し
た
。

50
年
の
歴
史
と
団
結

が
築
い
た
絆
を
再
確
認

し
、
今
後
も
そ
の
精
神

を
継
承
し
続
け
て
い
く

こ
と
を
確
信
す
る
有
意

義
な
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
の
改
正
に
よ
り
、
企

業
に
対
し
65
歳
ま
で
の

雇
用
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
中
で
、
２
０
２

３
年
度
か
ら
は
公
務
員

の
定
年
年
齢
が
段
階
的

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
流
れ
を
受
け
、
民

間
企
業
に
お
い
て
も
２

０
３
１
年
以
降
に
65
歳

定
年
が
法
制
化
さ
れ
る

見
通
し
と
な
る
。
ま
た
、

２
０
２
５
年
度
か
ら
は

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

金
の
給
付
額
が
縮
小
す

る
な
ど
、
61
歳
以
降
の

社
員
の
生
活
保
障
の
観

点
か
ら
も
、
定
年
年
齢

延
長
を
早
期
に
実
施
し

た
い
。

こ
れ
に
加
え
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
群

で
は
昇
格
昇
級
に
長
い

期
間
を
要
し
て
お
り
、

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
が
み
ら
れ
る

と
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
こ
と
を
受
け
、
上
位

等
級
ま
で
の
距
離
を
刻

み
、
目
標
を
明
確
化
す

る
こ

と
で
、
等
級
基
準
に
定

義
さ
れ
る
役
割
を
発
揮

し
て
い
る
社
員
が
早
く

上
位
等
級
に
上
が
れ
る

制
度
へ
変
え
る
と
と
も

に
、
昇
給
の
仕
組
み
を

見
直
し
、
社
員
の
昇
職

意
識
の
さ
ら
な
る
向
上

を
図
る
。

定
年
年
齢
の
段
階
的

延
長
に
つ
い
て

現
行
制
度
で
は
、
満

60
歳
に
達
す
る
日
の
属

す
る
年
度
の
翌
年
度
の

7
月
末
を
「
定
年
」
と

定
め
て
い
る
が
（
就
業

規
則
第
45
条
第

1

項
）
、

こ
れ
を
２
０
２
５
年
度

以
降
、
２
年
に
１
歳
ず

つ
段
階
的
に
延
長
し
、

２
０
３
１
年
度
に
移
行

を
完
了
、
定
年
を
満
65

歳
に
達
す
る
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
の
7

月
末
と
す
る
。

61
歳
以
降
の
勤
務
お

よ
び
賃
金
に
つ
い
て

満
60
歳
に
達
す
る
日

の
属
す
る
年
度
の
翌
年

度
の
7
月
末
以
降
の
勤

務
・
賃
金
は
、
「
正
社

員
」
と
し
て
勤
務
す
る

か
、
「
現
行
の
シ
ニ
ア

社
員

B

」
と
し
て
勤
務

す
る
か
の
い
ず
れ
か
を

選
択
で
き
る
も
の
と
す

る
。

な
お
、
定
年
延
長
の
移

行
期
間
で
あ
る

１
９

６
４
4/2
～
１
９
５
８
4/1

生
ま
れ
の
社
員
に
お
い

て
は
、
現
行
の
運
用
と

の
兼
ね
合
い
か
ら
、
移

行
期
間
に
お
け
る
定
年

退
職
の
翌
日
か
ら
満
65

歳
に
達
す
る
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
の
7

月
末
ま
で
は
「
シ
ニ
ア

社
員

A

」
ま
た
は
「
シ

ニ
ア
社
員

B

」
を
選
択

し
、
シ
ニ
ア
社
員
と
し

て
雇
用
継
続
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
１
９
６
５
４
／
２

～
１
９
６
６
４
/
１
に

あ
る
社
員
の
場
合
、
満

62
歳
に
達
す
る
日
の
属

す
る
年
度
の
翌
年
度
の

7
月
末
ま
で
は
定
年
延

長

期

間

と

な

る

た

め

「

正

社

員

」

ま

た

は

「
シ
ニ
ア
社
員
Ｂ
」
と

し
て
勤
務
し
、
定
退
職

後
、
満
65
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
の
7
月
末
ま
で
は

「
シ
ニ
ア
社
員

A

」
ま

た
は
「
シ
ニ
ア
社
員

B

」

を
選
択
し
、
シ
ニ
ア
社

員
と
し
て
雇
用
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
る

退
職
金
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

退
職
金
の
支
払
い
時

期
に
つ
い
て
は
、
定
年

年
齢
が
65
歳
に
到
達
す

る
社
員
に
つ
い
て
は
延

長
後
の
定
年
年
齢
で
受

給
す
る
。
社
員
は
、
現

行
制
度
の
定
年
年
齢
で

あ
る
満
60
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
の
7
月
末
ま
た
は

改
正
後
の
定
年
年
齢
に

達
す
る
日
の
属
す
る
年

度
の
翌
年
度
の
7
月
末

の
い
ず
れ
か
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
い

ず
れ
を
選
択
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
受
給
す
る

退
職
金
に
つ
い
て
は
、

退
職
所
得
退
職
ポ
イ
ン

ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
支
払
い
時
期
を

現
行
制
度
の
定
年
年
齢

を
選
択
し
た
場
合
も
、

新
制
度
の
定
年
年
齢
を

選
択
し
た
場
合
も
、
1

ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
１

０
，
０
０
０
円
と
し
て

換
算
す
る
。
こ
の
場
合

退
職
ポ
イ
ン
ト
の
積
算

に
つ
い
て
は
、
新
制
度

の
定
年
年
齢
を
選
択
し

た
場
合
の
み
と
な
り
、

現
行
制
度
の
定
年
年
齢

で
退
職
金
を
受
給
し
た

場
合
に
は
、
退
職
ポ
イ

ン
ト
の
積
算
は
行
わ
な

い
。
控
除
の
対
象
と
な

る
。
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全
動
労
結
成
50
周
年
全
国
交
流
集
会
が
、
宮
城
県
松
島
の

ホ
テ
ル
大
観
に
て
４
月
17
・
18
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

各
地
か
ら
、
北
は
北
海
道
、
南
は
四
国
・
高
知
の
仲
間
54
名

が
集
い
、
岩
手
か
ら
は
澤
田
紀
浩
氏
と
須
藤
清
成
が
参
加
し

ま
し
た
。

天
気
予
報
も
良
い
と
の
情
報
で
日
出
く
ん
と

２
人
で
ア
ル
パ
こ
ま
く
さ
駐
車
場
か
ら
時
折
青

空
と
田
沢
湖
見
え
る
天
気
の
中
で
前
日
の
数
セ

ン
チ
の
降
雪
も
あ
り
快
適
登
行
で
し
た
が
、
８

合
目
小
屋
に
着
く
こ
ろ
か
ら
ガ
ス
模
様
で
、
視

界
が
良
く
な
ら
な
い
ま
ま
９
合
目
阿
弥
陀
池
小

屋
に
入
り
昼
食
休
憩
。

天
気
は
回
復
せ
ず
男
女
岳
登
頂
か
ら
の
ス
キ
ー

滑
走
断
念
し
８
合
目
下
か

ら
は
重
い
雪
状
態
で
の
下

山
と
な
り
ま
し
た
。

山
ス
キ
ー
の
後
に
浸
か
っ

た
温
泉
は
ま
さ
に
極
楽
！

疲
れ
が
一
気
に
吹
き
飛
び

ま
し
た
。
齊
藤

潤

３
月
26
日
ブ
ナ
の
木
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
利
尻
山
ス
キ
ー
に
参
加
、
宿
を
貸

し
切
っ
て
、
ガ
イ
ド

さ
ん
に
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
で
引
っ
張
っ
て

も
ら
い
滑
り
ま
く
り

ま
し
た
。

新
井
和
美

人
事
制
度
の
修
正
に
つ
い
て
本
社
に
申

し
入
れ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第

一
、
夜
の
深
夜
便
。

4
月
か
ら
の
番
組
改

編
で
「
落
合
恵
子
の

夜
の
し
お
り
」
が
終

了
し
た
。
最
終
回
、

放
送
の
終
り
こ
ろ
、

彼
女
は
最
後
の
こ
と

ば
と
し
て
自
書
の
一

節
を
朗
読
し
た
。
自

分
で
も
気
に
入
っ
て

い
る
と
前
置
き
し
て
・
・
・
・

「
人
生
は
、
一
冊
の

本
で
あ
る
。
そ
う
記

し
た
詩
人
が
い
た
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な

ら
、
今
日
ま
で
わ
た

し
は
ど
ん
な
本
を
書

い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

（
中
略
）
確
か
な
こ

と
は
ひ
と
つ
。
若
い

と
呼
ば
れ
る
年
齢
に

い
た
頃
、
気
が
遠
く

な
る
ほ
ど
の
長
編
と

思
え
た
人
生
と
い
う

本
は
実
際
に
は
、
驚

く
ほ
ど
短
編
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
。
（
後

略
）
」

１
９
５
５
年
か
ら

書
き
は
じ
め
た
こ
の

ぼ
ん
く
ら
の
本
。
か

い
て
か
き
た
の
は
、

べ
そ
、
頭
、
冷
や
汗
、

恥
、
水
虫
ぐ
ら
い
だ
。

そ
う
、
う
す
っ
ぺ
ら

な
本
だ
。
そ
れ
で
も

歳
だ
け
は
重
ね
、
こ

こ
ま
で
来
た
。
♪
思

え
ば
遠
く
に
来
た
も

ん
だ
♪
。
こ
れ
か
ら

ど
っ
ち
に
行
け
ば
い

い
の
か
。
70
代
を
迎

え
、
迷
う
ぼ
ん
く
ら

だ
。

細
川
忠
雄

こ
こ
ま
で
は
来
た
け
ど

学
問
の
危
機

昭
和
23
年
、
日
本
学
術
会
議
は
設
立
さ
れ
た

科
学
の
立
場
か
ら
政
府
を
助
け
る
の
が
目
的
だ
っ

た安
部
首
相
は
学
術
会
議
を
き
ら
い

菅
首
相
は
6
名
の
会
員
の
任
命
を
拒
否
し
た

政
府
は
法
を
改
悪
し
今
の
学
術
会
議
を
つ
ぶ
し

新
し
く
「
学
術
会
議
」
を
つ
く
ろ
う
と
法
案
を

提
出
し
た

学
術
会
議
の
地
位
を
低
め
政
府
の
言
う
こ
と
を

聞
く
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

学
問
は
冷
静
に
客
観
的
な
評
価
を
し
て
こ
そ
意

味
が
あ
る

気
に
入
ら
な
い
意
見
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る

の
は
焚
書
坑
儒
だ

毎
年
こ
の
時
期
恒
例
と
し
て
い
る

秋
駒
山
ス
キ
ー

利尻山スキー

未来へー郷浜


